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車両接近通報装置に関する
調査結果

独立行政法人 交通安全環境研究所

資料４ （１）
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１．検討を実施した背景
２．現状の把握
３．ｻﾝﾌﾟﾙ音等を用いた実験

(1) 歩行者の認知性の評価実験
(2) 周辺住民・歩行者の受容性の評価実験
(3) 総合評価
４．まとめ

発表の概要
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販
売
台
数
　
[千
台
]

電気自動車（EV車）、ハイブリッド車（HV車）の増加

静かすぎるため、歩行者が気づきにくい

ただし、実際の事故実態は確認できていない

年間販売台数は
2004年から急増

１．検討を実施した背景
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• 実際の事故実態は確認できていない。
• そもそも、電動車両がどの程度静かなのかについて
も把握していない。

• そこで、普及台数が多いハイブリッド車（HV車）がモ
ーターで走行しているときと、一般的なガソリンエン
ジン車（GE車）の音がどの程度違うか、気づきにく
いのかについて、現状の把握を行った。

（平成18年度実施）

２．現状の把握
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（１）モーター走行時のHV車とGE車の騒音を比較

暗騒音の影響がないように無響室に近い特殊な状況（山

の中のテストコース）で騒音を録音し、騒音レベルを比較

（２）歩行者の認知性評価

一定の環境条件下（室内実験）において、（１）の車両音に

暗騒音（①閑静な住宅街、②賑やかな繁華街、③その中間）
を重ねて被験者に聞かせ、認知性を評価

２．現状の把握（検討内容）
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3m1m

D = 2 m

◆モーター走行時のHV車とGE車の騒音レベル（側方２ｍ）

測定概要図

この位置にマイクロホンを設置

Vehicle speed
0 ～ 30km/h

２.-（１） テストコースでの騒音測定方法
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EV車と通常エンジン車で、
最大の騒音レベル差２０ｄB

閑静な住宅街の
暗騒音

繁華街の暗騒音

・モータ走行時のHV車は、低速なほどエンジン車との騒音の差が大きい
・静止時における騒音の差が最も大きく約20dBであった
・速度が15km/h以上での騒音の差は小さい

２.-（1） HV車とGE車の騒音の比較結果

停止時または低速走行時の
GE車の騒音レベル
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◆停止車両の認知度調査結果

図 停止車両の認知度（2m位置）
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HV車

・停止しているHV車の認知度はエンジン車
と比較して低い。（認知した被験者は0%）
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停止状態（発進直前）

2m

想定した場面

この位置
での音を
評価

0 0

GE1 GE2 GE3 HV車

２．-（２）歩行者の認知性評価結果
（車両停止の場合）
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◆接近車両の認知度調査結果
セルシオ
カローラ
プリウス（エンジンオン）
プリウス（エンジンオフ）

速度6.5km/h

速度10km/h

速度15km/h

速度20km/h

図 接近車両の認知度調査結果

モーター走行時のHV車の認知度がエンジン車と比較して低い領域は、暗騒音が低
く、かつ速度15km/h以下である。
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接近状態
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気づいた
距離を調査

差が小さい

２．-（２）歩行者の認知性評価結果
（車両が接近する場合）
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モーター走行のHV車が低速で走行しているときは、静か過ぎるため認知性に
問題がある場合が想定されるため、試験的にサンプル音を鳴らしながら走行
する実験を行い、歩行者等への認知性、受容性を調べる。

歩行者の認知性の評価実験 周辺住民及び歩行者の受容性
の評価実験

サンプル音の選定（既成音、創作音、疑似自動車音等11種類）

モニター車の作成

総合評価

（手順）

（目的と方法）

３．サンプル音等を用いた実験
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選択したサンプル音

サンプル音として20種類を選択しその中から9種類に絞り込み＋実エンジン音2種類

列車接近警告音02メロディ強非定常

V8, 4292 ccｴﾝｼﾞﾝ２機械音弱定常

L4, 1496 ccｴﾝｼﾞﾝ１機械音弱定常

疑似ｴﾝｼﾞﾝ音53機械音弱定常

創作音46単音中定常

創作音43単音中定常

創作音42和音中定常

駅ホームのサイン音22チャイム中非定常

創作音39メロディ強非定常

創作音37メロディ強非定常

列車出発警告音11メロディ強非定常

備考ＩＤカテゴリ音楽性時間変動

サンプル音の選定
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AMPPC ボリューム

切替SW

● スピーカ及びブザー
⇒ バンパー裏に固定

● PC, AMP, 
ON/OFFSW,切替SW

⇒ 車室内に固定

● 車両ホーン
⇒ 今回の改造では手を
加えず、正常作動する。

TOYOTA
Ｐｒｉｕｓ

Hybrid 車
両
接
近
通
報
装
置

PC
AMP

スピーカ

ブザー

切替
SW

音源ファイル
OFF SW付
ボリューム

♪
♪

♪

アンプパソコン
♪
♪

モニター車の作成



7

13

• 目的
被験者実験によってサンプル音の認知性を評価する。

• 手順
（１）先に選定したサンプル音を、ガソリンエンジンと同程度の
音量（前方２ｍでLAeq=50dB）に設定

（２）一定の環境条件下（室内実験）において、車両が10km/h
で接近している状態を再現し、前述の3種類の暗騒音にサン
プル音を重ねて、20名の被験者提示。以下を評価。

① LAeq=50dBとしたときの認知するまでの距離
② ガソリン車が認知できる距離と同程度の認知性を有する
ときのサンプル音のLAeq

３-（１） 歩行者の認知性の評価実験（手順）
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・同一のLAeqでも音の種類(周波数)で認知性は大
きく異なる。
・非定常音の認知性が高い

・追加試験により、GE車と同等の認知性が得られ
る、サンプル音のLAeqは以下であった。

・エンジン音よりも低い音量で、同等の認知性を得
られる、サンプル音が存在した。

非定常音

定常音
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３-（１） 歩行者の認知性の評価実験（結果）
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木造建屋を想定したプレハブ

意識をそらすために
クロスワードパズル
によるタスク

実験の状況

・3種音量のサンプル音で試験実施
・被験者は59人、アンケート形式

1m

15km/h

３-（２） 周辺住民・歩行者の受容性の評価実験（方法）
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受容性全平均

・同一音量でも音の種類で受容性は大きく異なる。
・どのサンプル音も音量が小さい方が受容性良好。
・非定常音の受容性がより良い傾向にある。

受容性試験結果
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３-（２） 周辺住民・歩行者の受容性の評価実験（結果）
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• 目的
認知性と受容性の結果から、エンジン車と同等の認知性
を確保したサンプル音の受容性を検討

• 手順
（１）認知性実験により、ガソリン車と同等の認知性を有
するサンプル音の中から、LAeqが特に小さいものを選出

（２）上記のサンプル音に対して、受容性スコアを算出。
また、実際の車両についても受容性スコアを評価

（３）比較評価

３-（３） 総合評価
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通報音の種類によっては、エンジン音よりも10dB程度低い音量（LAeq）でも、受

容性がエンジン音よりも大幅に良好な状況で、エンジン音と同等の認知性を確保
できることがわかった。（メロディやチャイムカテゴリーの音）

エンジン車と同等の認知性を確保した場合の受容性比較

３-（３） 総合評価
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１．検討は、電動車両やハイブリッド車が増加する一方で、これらの車両が
静かすぎるため、歩行者が車両の接近に気が付かず、接触等の事故が
起こる可能性があるとの懸念から実施した。

２．現段階では、事故実態のデータベースから、車両が静かなことに起因す
る事故は確認できていない。

３．現状認識においても15km/hを超えると、モータ走行時のHV車とGE車と
の間に、認知性において優位な差は見られない。

４．静かな車両と事故との関係が分からない状況において、現段階で考えら
れる車両接近音について、実験室と公道とで実験・調査を実施

５．実験・調査の結果
①認知性の検討結果から、同一のLAeqでも音の種類(周波数)で認知性
は大きく異なる。
②総合評価の結果、エンジン音よりも10dB程度低い音量（LAeq）でも、受
容性がエンジン音よりも大幅に良好な状況で、GE音（2m位置で
LAeq=50dB）と同等の認知性を確保できるサンプル音が存在することが
わかった。（メロディやチャイムカテゴリーの音）

４． ま と め


